
教育福祉学科（専門科目）カリキュラムチェックリスト

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
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前
期
後
期

社会教育概論 2 必 ○ 社教必 公教必 社教主必 ● ◎ ○ ◎ ○ ○ 〇

社会福祉概論 4 必 社教必 公教必 社福主選 社福士必 精保必 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

発達心理学 2 必 ○ 社教主選 公心師必 認定心選 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

心理学概論 2 選 〇 ◎ 〇 〇

社会学 2 選 〇 ◎ 〇 〇

社会調査の基礎 2 選 ○ 　　 社教主選 社福士必 精保必 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

社会調査実習 (2) 選 社教主選 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

人間論 2 選 ○ 社教主選 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

社会と人間 2 選 ○ 社教主選 ◎ 〇 〇 〇 〇

研究方法基礎論 2 選 ○ 　　　 ○ ○ ◎ ○ ○

社会教育演習 [4] 選 社教主選 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

現代社会研究 [4] 選 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

社会福祉演習Ⅰ [1] 選 ◑ 社福士必 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

社会福祉演習Ⅱ [3] 選 ◐ ○ 社福士必 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

精神保健福祉援助演習 [６] 選 ○ 精保必 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

心理演習 [2] 選 ○ 　　 公心師必 認定心必 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

心理演習Ⅱ [2] 選 ○ 　　 認定心必 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

卒業論文 (6) 選 認定心選 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

教育演習 [2] 選 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

自主講座 [1] 選 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

生涯学習概論 2 選 〇 社教必 公教必 社教主必 学芸員必 図書必 ● ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

社会教育経営論Ⅰ 2 選 ○ 社教主必 ● ○ ○ ○ ◎ ◎

社会教育経営論Ⅱ 2 選 〇 社教主必 ● ○ ○ ○ ◎ ◎

生涯学習支援論Ⅰ 2 選 ○ 社教主必 ● 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生涯学習支援論Ⅱ 2 選 〇 社教主必 ● 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

社会教育課題研究 [2] 選 　　 ○ 社教主選 ● 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

教育学総論Ⅰ 2 選 ○ 社教主選 ● ◎ 〇 〇 〇 〇

教育学総論Ⅱ 2 選 ○ 社教主選 ● ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

図書館概論 2 選 ○ 　　 　　 社教主選 図書必 ● ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

環境教育論 2 選 ○ 公教必 社教主選 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

社会教育実習 (4) 選 社教主必 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎

キャリア支援論 2 選 　　 　 ○ 社教主選 ◎ 〇 〇 〇 〇

ボランティア・NPO論 2 選 ○ 社教主選 ● ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

人間関係論 2 選 　　 ○ 公教必 社教主選 認定心選 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

博物館概論 2 選 ○ 　　 社教主選 学芸員必 ● ◎ ○ ◎ ○ ○

博物館展示論 2 選 ○ 学芸員必 ○ ◎ ◎ ○ ○

博物館資料保存論 2 選 ○ 学芸員必 ○ ◎ ◎ ○ ○

博物館経営論 2 選 ○ 学芸員必 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

博物館教育論 2 選 ○ 学芸員必 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

博物館資料論 2 選 ○ 学芸員必 ○ ◎ ◎ ○ ○

博物館情報・メディア論 2 選 ○ 学芸員必 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

博物館実習 (3) 選 ○ 学芸員必 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

自らの考えや判
断を、文章化や
プレゼンテーショ
ンなど適切な方
法で表現し、わ
かりやすく伝える
ことができる

他
学
科

1 2 3 4

専
門
教
育
科
目

◎

◎

◎

共
通
専
門
科
目

〇

免許・資格必選別

【知識・技能】

◎

社
会
教
育
科
目

◎

◎

◎

◎

◎

主
要
授
業
科
目

【思考力・判断力・表現力】 【主体性・多様性・協同性】

人を支援する上
で相互補完関係
にある社会教
育・社会福祉・心
理分野の各専門
知識を持ち、お
よびそれらを総
合的に理解して
いる。

一人ひとりがより
良く生きることが
できる社会の実
現に必要な技能
を身に付け、実
践に生かすこと
ができる

文献読解やコ
ミュニケーション
を通じて情報収
集し、その内容
を理解して、自
分の力で考える
ことができる。

個人・地域・社会
の課題につい
て、多角的視点
を持って批判的
に検討し、より良
い生活の実現に
向けて判断する
ことができる。

問題意識をもっ
て物事に積極的
に取り組み、状
況に応じたリー
ダーシップを発
揮できる。

多様な生き方や
考え方を尊重
し、相手の立場
に立ったコミュニ
ケーションがとれ
る。

個人・地域・社会
の課題解決に向
けて、さまざまな
人や組織・団体
と協働すること
ができる。

区
分

授 業 科 目
単
位
数

必
選
別

標 準 開 設 年 次
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単
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必
選
別

標 準 開 設 年 次

人体の構造と機能及び疾病 2 選 ○ 社福主選 社福士必 精保必 公心師必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

児童・家庭福祉論Ⅰ 2 選 ○ 社福主選 社福士必 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

児童・家庭福祉論Ⅱ 2 選 〇 社福主選 社福士必 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

障害福祉論Ⅰ 2 選 ○ 社福主選 社福士必 精保必 ● 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

障害福祉論Ⅱ 2 選 ○ 社福主選 社福士必 精保必 ● 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

高齢者福祉論Ⅰ 2 選 ○ 社福主選 社福士必 ● ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

高齢者福祉論Ⅱ 2 選 ○ 社福主選 社福士必 ● ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

精神保健福祉の原理 4 選 社福主選 精保必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

地域福祉論 2 選 ○ 社福主選 社福士必 精保必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

権利擁護を支える法制度 2 選 ○ 社福士必 精保必 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

公的扶助論 2 選 ○ 社福主選 社福士必 　　　　 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

社会保障論 4 選 社福主選 社福士必 精保必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

福祉サービスの組織と経営 2 選 ○ 社福士必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

司法福祉論 2 選 ○ 社福士必 精保必 〇 〇 〇 〇 ◎ 　◎

医療ソーシャルワーク論 2 選 ○ 　 社福士必 　　　　 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 2 選 ○ 社福士必 精保必 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ 2 選 ○ 社福士必 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 4 選 社福士必 精保必 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 4 選 社福士必 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

ソーシャルワーク実習指導 [3] 選 〇 社福士必 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

ソーシャルワーク実習 (8) 選 社福士必 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

社会福祉演習Ⅲ [1] 選 　 〇 社福士必 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎

ソーシャルワークの理論と方法(専門） 4 選 　　 精保必 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

精神障害リハビリテーション論 2 選 ○ 精保必 ● 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

精神保健学 4 選 　　 精保必 認定心選 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

精神疾患とその治療 2 選 ○ 精保必 公心師必 認定心選 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

精神保健福祉制度論 2 選 ○ 精保必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

精神保健福祉援助演習（基礎） [2] 選 ○ 精保必 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

精神保健福祉援助実習指導 (3) 選 ○ 精保必 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

精神保健福祉援助実習 (7) 選 精保必 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

◎

専
門
教
育
科
目

◎

◎

◎

◎

◎

◎

社
　
会
　
福
　
祉
　
科
　
目

◎ ◎

◎

◎

◎
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心理学研究法 2 選 ○ 公心師必 認定心必 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

人格心理学（感情・人格心理学） 2 選 ○ 　　 公教必 公心師必 認定心必 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

学習・言語心理学 2 選 ○ 　　 公心師必 認定心選 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

社会・集団・家族心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

司法・犯罪心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

健康・医療心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

知覚・認知心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

心理実習 (3) 選 ○ 公心師必 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

心理的アセスメント 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

心理学実験 (2) 選 ○ 公心師必 認定心必 〇 ◎ ◎ 〇

心理学統計法 2 選 ○ 公心師必 認定心必 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学的支援法 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

臨床心理学概論 2 選 ○ 公心師必 認定心必 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

福祉心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎

障害者・障害児心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇

教育・学校心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎

産業・組織心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

神経・生理心理学 2 選 ○ 公心師必 認定心選 ◎ 〇 〇 〇 〇

公認心理師の職責 2 選 ○ 公心師必 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

関係行政論 2 選 ○ 公心師必 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎

外国史 2 選 ○ 社教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

法律学 2 選 ○ 社教必 公教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

政治学 2 選 ○ 社教必 公教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

倫理学 2 選 ○ 社教必 公教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

宗教学 2 選 ○ 公教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

地理学 2 選 ○ 社教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

文化人類学 2 選 ○ 公教必 ◎ 〇 〇 〇 〇

専
門
教
育
科
目

教
科
関
連
科
目

心
理
科
目

◎
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